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全 国 国 際 共 同 利 用 専 門 委 員 会
委員 長 吉村 剛(京 都大 学生存 圏研究 所)
1.共 同利用 施設 お よび活 動の概 要
平成17年6,月 か ら別個に全 国共 同利用施設 としての使用 を開始 した京都 大学生存圏研
究所居住圏劣化生物飼育棟(以 下DOLと 略)と 生活 ・森林圏シ ミュ レー シ ョンフィール
ド(以下LSFと 略)は 、平成20年 度 か ら統合 され、平成24年 度 は、国際共同利用1件
を含む14件 の研究課題 を採択 した。
DOLは木材及び木質系材 料を加害す る生物 を飼育 し、材料 の生物劣化試験 、生物劣化機
構 、地球生態系 ・環境への影響(例えば,シ ロア リによるメタン生成)などを研究す るため
の生物 を供給できる国内随一 の規模 を有す る施設であ る。飼育生物 としては、木材腐朽菌、
変色菌、表面汚染菌 な どの微生物 とシロア リや ヒラタキクイムシな どの食材性昆 虫が含 ま
れ る。従前 よ り、木材や新規木質系材料 の生物劣化抵抗性評価や 防腐 ・防蟻法の開発 に関
して、大学だ けでな く公的研究機 関、民間企業 との共 同研究 を積極 的に遂行 してきた。
居住 圏劣化生物飼育棟(DOL)
左下 よ り時計回 りに、木材劣化菌類培養室、木材食
害性 甲虫類飼育室お よび ヒラタキクイ ムシ、ア メ リ
カカ ンザイ シロア リ、イエ シロア リ
ー方LSFは、鹿児 島県 日市吹上町吹上浜 国有 内に設置 された クロマ ツ とニセアカシア、
ヤマモモ な どの混生林か らなる約28,000平方メー トル の野外試験地であ り、日本 を代表す
る2種 の地下シ ロア リが高密度 で生息 し、これ まで既に30年近 くにわたって木材 ・木質材
料の性能評価試験 、木材保存薬剤の野外試験、低環境負荷型新 防蟻穂 の開発や地 下シロア
リの生態調査、大気環境調査等 に関 して国内外の大学 、公的研 究機 関及び民間企業 との共
一107一
生存 圏研究 第9号p.1082013年




生活 ・森林圏シ ミュ レーシ ョンフィール ド(LSF)
左 よ り時計回 りに、LSF入 口、木材 ・木質材料 の防蟻野
外試験、シ ロア リの階級分化 に関す る国際共同研究
2.共 同利用 研究 の成果
以下に、代表 的な共 同利用研究の成果 として、本年度新た に採択 された国際共 同研 究で
あ る 「未利用農産廃棄物 を原料 とす る住宅用ボー ド類 の生物劣化抵抗性評価」(研究代表
者:京 都 大学 吉村 剛)、お よび5年 目の継続課題 である 「振動 ・音響的アプ ローチ によ
るシ ロア リの嗜好 ・忌避挙動 の解 明」(研究代表者:大 分大学 大鶴 徹)に 関す る研 究成
果概要 とそれ らの学術的意義 について紹介す る。また、共 同利 用研究 の成果 として平成24
年度 に発表 された修士論文、学術論文、報告書 ・資料 ・要 旨集及 び学会発 表 を示す。
(1)未利用農産 廃棄物 を原料 とす る住宅 用ボー ド類 の生物 劣化抵抗性 評価
本研 究 は、未利用農 産廃 棄 を用い て住 宅用 ボー ド類 を作製 し、その生物劣化抵抗性 を
DOL国 際共 同利用研究 によって評価す ることを 目的 としてい る。本年は、パイナ ップル葉
繊維 を用いて 中比重繊維板(MDF)を 作製 し、その生物劣化抵抗性 について検討 した。
接着剤 としては高分子量PF樹脂 と高分子量+低 分子 量PF樹脂 の2種 類 を用 い、パイナ
ップル葉繊維 を平行(OB)あ るいは直角(CB)に3層 重ねた厚 さ4mmのMDFを作製 し
た。 目標密度は0.891cm3、熱圧 条件 は160℃x10分x4.5MPaである。作製 したMDF
をJISK1571-2010に準拠 した室 内耐 シロア リ性能試験お よび耐腐朽性能試 験 に供 した。
4種類のMDFす べてが高い耐シ ロア リ性 を示 し、平均質量減少率は高分子量PF樹 脂
を用いたもので約2%、 高分子量+低 分子量PF樹 脂 を用いた もので1.5%程度 となった。
一方、対照 として用いたスギ辺材試験体(20x20x4mm(L))では約16%の質量減少率
が観察 された。 この時の職蟻 の死亡率は、高分子量PF樹 脂 を用いた もので約20%、高分
子量+低 分子量PF樹 脂 を用いた ものでほぼ100%となった。接着剤 の違いに よってシロ
ア リの死亡率に大 きな差が認 め られた理 由 としては、未硬化の低分子量PF樹 脂 の存在が
挙げ られ る。なお、繊維の方 向による質量減少率への影響 は観 察 され なか った。耐腐朽性
能試験 は現在実施 中で ある。パイナ ップル葉繊維 とPF樹 脂 を用いて作製 したMDF(密 度
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0.891cm3)は高 い耐 シ ロア リ性 能 を示 し、今 後 の 多方 面へ の応 用 が期 待 され る。
(2)振動 ・音 響 的 ア プ ロー チ に よ る シ ロア リの 嗜 好 ・忌 避 挙 動 の 解 明
本 研 究 の 目的 は 、 シ ロ ア リが木 材 を摂食 す る 際 の振動 ・音 響 信 号 の収 集 ・分析 と振 動 ・
音響 信 号 の 木材 へ の付加 に よ る摂 食 活性 の変 化 の調 査 を行 うこ とに よる新 しい ノン ・ケ ミ
カル 工法 の 開発 で あ る。5年 目の本 年度 は 、 引 き続 き振 動 ・音響 信 号 の分析 お よび 木材 へ
付加 す る信 号 の種 類 ・量 と摂 食 活 性 に関す る実 験 、 さ らに コ ロニ ー に よ る実験 結 果 の差 異
に 関す る検 討 を行 った 。 そ の結 果 、 以 下 に示 す 新 しい知 見 が 得 られ た。
① 切 断 面 を 向 か い 合 わ せ て設 置 した 片 方 の 木 材(A材)に ス ピー カ を 両 面 テ ー プ で 貼
付 け 、信 号 を 出力 し、反 対 側 の 材 をB材 と して 、DOLよ り採 集 した イ エ シ ロ ア リを 中
央 部 に 投 入 して 自由 に 摂 食 させ た。2週 間 経 過 後 、各 試 験 体 そ れ ぞ れ のA材 とB材
の 摂 食 量 の 平 均 値 私 一av縁,角一。vgとA材 とB材 の摂 食 量 の 和 の 平 均 値 忍。m-avgを算 出
した と こ ろ 、 ス ピー カ の加 振 面 の 振 動 加 速 度 レベ ル(ム,SS)と 忍um.。vgの間 に は 負 の
相 関 が認 め られ た 。
② イ エ シ ロ ア リ コ ロ ニ ー 間 で の 音 響 に 対 す る反 応 の 違 い を検 討 す る た め に 、信 号 を木
材 に付 加 しな い 条 件(TO)と これ ま で の コ ロニ ーBを 用 い た研 究 か ら 瓦。m-。vgが最 も
小 さい 結 果 とな っ た 条 件(T4)に よ る実 験 を、DOLの 別 コ1コニ ー(コ ロ ニ ーC)を 用
い て 行 っ た 。 そ の結 果 、Cコ ロ ニ ー のTO:興 。m.。vgとT4:忍。m.a。gの差 に 対 し対 応 の
な い6検 定 を用 い た と こ ろ、 コ ロニ ーB同 様 差 が 有 意 差 が認 め られ た 。 しか し、T4-C
に お け る 盈 .avg.と晶.。。gの差 に対 し対 応 の あ る6検 定 を用 い た と こ ろ 、T4-Bと異 な り
有 意 差 は認 め られ ず 、 コ ロ ニ ー 問 で 音 響 に 対 す る反 応 が 異 な る 結 果 と な っ た 。
(3)修士 論 文 、 学 術 論 文 誌 等 に 発 表 され た 論 文 、 報 告 書 ・資 料 ・要 旨集 等 及 び 学 会 発
表 リス ト
修 士 論 文
平成24年 度 岐 阜 大 学 大学 院 工 学研 究科(博 士前 期 課 程)・機 能 材 料 工学 専 攻 ・材 料創 成 工
学第2講 座 ・服 部 陽介:イ ン ドネ シ ア原 産植 物 乃o施 加 頂 旧 ηjo召加Burm.£に含 有
す る化 合 物 と各 種 クマ リン骨 格 を有 す る化 合 物 の抗 シ ロア リ活 性
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4.専 門委 員会の構 成及 び開催状 況(平 成24年 度)
(1)国内委員:吉 村 剛(委員長 、京 大生存研)、柳川 綾(京 大生存研)、上 田義勝(京大生
存研)、松浦健二(京大院農)、片 岡 厚(森林総合研究所)、竹松葉子(山口大)、酒井温子(奈





平成25年2月20日(平 成24年 度第1回 委員会)
議題:平 成25年 度 申請課題の審査他
申請課題の審査 は、予め各委員 に申請書類 を配信 し、委員会開催時 に出席委員 による
評価 を経て採択 した。
5.特 記事項
(1)DOL/LSFで行 われた研 究成果 を広 く社会 に公 開す るため、研 究成果報告会 を第218回
生存圏 シンポジ ウム として平成25年2月19日 に実施 し、併せて成果要 旨集 を出版 した。
(2)平成24年2月16日 に、温湿度計 、気圧 計、雨量計、風 向 ・風量計 か ら構成 され る気象
測器 の設置を行 ったが、その後、順調 にデー タを集積 してい る。
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